
①起動

BlueBeanのオペレータ画面を起動して、ログインID、パスワードを入力します。

これから開始する業務が含まれるACD（作業グループ）を選択します。

オペレータ画面が表示されます。

②接続

ツールバーの「受付」ボタン（Ｄ）を押します。

電話機が鳴ったらヘッドセットボタンを押して下さい。
待ち音楽が流れます。
※ソフトフォンの場合は応答ボタンを押して下さい。

③通話

システムが自動的に発信して顧客と接続します。

顧客と通話、対応を行ってください。
必要に応じて、メイン画面の顧客情報（Ａ）を記入・更新します。

「プー」という音が鳴って顧客と通話がつながり、顧客情報がメイン画面の
顧客情報（A）に表示されます。

④後処理

メイン画面の対応記録（Ｂ）を記入します。
記入が終わったら「全て保存」ボタンを押して保存します。

ポップアップの「受付再開」ボタンを押して次の顧客との通話を
待ちます。

内線番号の入力が必要な場合もあります。

オペレータ業務の流れ（プレディクティブ自動発信）オペレータ画面の見かた

Ａ：メイン画面・顧客情報

Ｂ：メイン画面・対応記録
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画面全体

業務画面の説明です。項目のアルファベットは「業務の流れ」文中のものと対応しています。

ツールバー

Ｃ：ステータス表示

Ｄ：通話関連ボタン

Ｅ：顧客関連ボタン

Ｆ：業務関連ボタン

Ｇ：ログオフボタン

業務名・オペレータ名・現在のステータスが表示されます。

「受付」ボタンと「後処理」ボタンでオペレータの状態を受付中か後処理
状態（着信拒否）に切り替えます。「切断」ボタンは顧客との通話を切断
します。

顧客情報や顧客リストに関連するボタンです。業務内での必要に応じて
使用します。

一時的に席を離れるときや休憩のとき、また、パスワード変更など、業務
全体に関連するボタンです。必要に応じて使用します。

オペレータ画面からログオフします。業務を終了する際に使用します。



オペレータ画面の見かた

①起動

Ａ：メイン画面・顧客情報

Ｂ：メイン画面・対応記録
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画面全体

ツールバー

Ｃ：ステータス表示

Ｄ：通話関連ボタン

Ｅ：顧客関連ボタン

Ｆ：業務関連ボタン

Ｇ：ログオフボタン

業務画面の説明です。項目のアルファベットは「業務の流れ」文中のものと対応しています。

業務名・オペレータ名・現在のステータスが表示されます。

BlueBeanのオペレータ画面を起動して、ログインID、パスワードを入力します。

これから開始する業務が含まれるACD（作業グループ）を選択します。

オペレータ画面が表示されます。

②接続

ツールバーの「受付」ボタン（Ｄ）を押します。

電話機が鳴ったらヘッドセットボタンを押して下さい。
待ち音楽が流れます。
※ソフトフォンの場合は応答ボタンを押して下さい。

③通話

メイン画面の顧客情報（Ａ）、電話番号の横の「発信」ボタンを押して発信します。

顧客と通話、対応を行ってください。
必要に応じて、メイン画面の顧客情報（Ａ）を記入・更新します。

④後処理

メイン画面の対応記録（Ｂ）を記入します。
記入が終わったら「全て保存」ボタンを押して保存します。

ポップアップの「受付再開」ボタンを押して次の顧客の対応準
備をします。

内線番号の入力が必要な場合もあります。

「受付」ボタンと「後処理」ボタンでオペレータの状態を受付中か後処理
状態（着信拒否）に切り替えます。「切断」ボタンは顧客との通話を切断
します。

顧客情報や顧客リストに関連するボタンです。業務内での必要に応じて
使用します。

一時的に席を離れるときや休憩のとき、また、パスワード変更など、業務
全体に関連するボタンです。必要に応じて使用します。

オペレータ画面からログオフします。業務を終了する際に使用します。

オペレータ業務の流れ（プレビュー手動発信）

ツールバーの「顧客情報読込」ボタン（Ｅ）より顧客情報を読み込みます。



①起動

BlueBeanのオペレータ画面を起動して、ログインID、パスワードを入力します。

これから開始する業務が含まれるACD（作業グループ）を選択します。

オペレータ画面が表示されます。

②接続

ツールバーの「受付」ボタン（Ｄ）を押します。

電話機が鳴ったらヘッドセットボタンを押して下さい。
待ち音楽が流れます。
※ソフトフォンの場合は応答ボタンを押して下さい。

③通話

着信があるとシステムによって自動的にオペレータに接続します。

顧客と通話、対応を行ってください。
必要に応じて、メイン画面の顧客情報（Ａ）を記入・更新します。

「プー」という音が鳴って顧客とつながり、ポップアップで顧客情報が表示されます。

④後処理

メイン画面の対応記録（Ｂ）を記入します。
記入が終わったら「全て保存」ボタンを押して保存します。

ポップアップの「受付再開」ボタンを押して次の顧客との通話を
待ちます。

内線番号の入力が必要な場合もあります。

オペレータ業務の流れ（インバウンド・オンライン対応）オペレータ画面の見かた

Ａ：メイン画面・顧客情報

Ｂ：メイン画面・対応記録
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画面全体

業務画面の説明です。項目のアルファベットは「業務の流れ」文中のものと対応しています。

ツールバー

Ｃ：ステータス表示

Ｄ：通話関連ボタン

Ｅ：顧客関連ボタン

Ｆ：業務関連ボタン

Ｇ：ログオフボタン

業務名・オペレータ名・現在のステータスが表示されます。

「受付」ボタンと「後処理」ボタンでオペレータの状態を受付中か後処理
状態（着信拒否）に切り替えます。「切断」ボタンは顧客との通話を切断
します。

顧客情報や顧客リストに関連するボタンです。業務内での必要に応じて
使用します。

一時的に席を離れるときや休憩のとき、また、パスワード変更など、業務
全体に関連するボタンです。必要に応じて使用します。

オペレータ画面からログオフします。業務を終了する際に使用します。

ポップアップの「顧客情報照会」ボタンを押すと顧客情報はメイン画面の顧客情報（Ａ）に表示されます。
着信番号が顧客リストにない場合、「検索条件に一致するデータが存在しません」と表示されます。
ポップアップの「新規顧客情報作成」ボタンを押して顧客情報を作成して下さい。



①起動

BlueBeanのオペレータ画面を起動して、ログインID、パスワードを入力します。

これから開始する業務が含まれるACD（作業グループ）を選択します。

オペレータ画面が表示されます。

ツールバーの「受付」ボタン（Ｄ）を押して、通話を受けられる状態にします。

電話機が鳴ったらヘッドセットボタンを押して通話を受けて下さい。
※ソフトフォンの場合は応答ボタンを押して下さい。

顧客と通話、対応を行ってください。
必要に応じて、メイン画面の顧客情報（Ａ）を記入・更新します。

ベルが鳴って顧客と通話がつながると、ポップアップで顧客情報が表示されます。

メイン画面の対応記録（Ｂ）を記入します。
記入が終わったら「全て保存」ボタンを押して保存します。

ポップアップの「受付再開」ボタンを押して次の顧客との通話を
待ちます。

内線番号の入力が必要な場合もあります。

ポップアップの「顧客情報照会」ボタンを押すと顧客情報はメイン画面の顧客情報（Ａ）に表示されます。
着信番号が顧客リストにない場合、「検索条件に一致するデータが存在しません」と表示されます。
ポップアップの「新規顧客情報作成」ボタンを押して顧客情報を作成して下さい。

オペレータ業務の流れ（インバウンド・リンギング対応）オペレータ画面の見かた

Ａ：メイン画面・顧客情報

Ｂ：メイン画面・対応記録
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画面全体

業務画面の説明です。項目のアルファベットは「業務の流れ」文中のものと対応しています。

ツールバー

Ｃ：ステータス表示

Ｄ：通話関連ボタン

Ｅ：顧客関連ボタン

Ｆ：業務関連ボタン

Ｇ：ログオフボタン

業務名・オペレータ名・現在のステータスが表示されます。

「受付」ボタンと「後処理」ボタンでオペレータの状態を受付中か後処理
状態（着信拒否）に切り替えます。「切断」ボタンは顧客との通話を切断
します。

顧客情報や顧客リストに関連するボタンです。業務内での必要に応じて
使用します。

一時的に席を離れるときや休憩のとき、また、パスワード変更など、業務
全体に関連するボタンです。必要に応じて使用します。

オペレータ画面からログオフします。業務を終了する際に使用します。

②待機

③通話

④後処理


